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尖石縄文考古館企画展
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様
な
土
偶
一
目
で
比
較

国
宝
、
重
文
レ
プ
リ
カ
や
写
真

茅
野
市
尖
石
縄
文
考
古
館
は
、
企
画
展
「
あ
の
土
偶

こ
の
土
偶
　
レ
プ
リ
カ
と
写
真
で
見
る
さ
ま
ざ
ま
な
土

偶
展
」
を
同
館
で
開
い
て
い
る
。
全
国
各
地
か
ら
出
土

し
た
国
宝
、
重
要
文
化
財
の
土
偶
7
体
の
レ
プ
リ
カ
を

展
示
。
第
2
5
回
尖
石
経
文
文
化
賞
を
受
賞
し
た
写
真
家

小
川
忠
博
さ
ん
撮
影
の
画
像
な
ど
も
飾
り
、
縄
文
土
偶

に
は
多
様
な
形
や
大
き
さ
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。
1
1
月
3
日
ま
で
。
　
　
　
　
（
手
塚
洋
一
）

市
内
出
土
の
土
偶
「
縄
文
の
ビ

ー
ナ
ス
」
の
国
宝
指
定
3
0
周
年
記

念
で
企
画
し
た
。
レ
プ
リ
カ
7
体

は
2
0
0
0
年
に
同
館
が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
際
に
製
作

し
、
同
館
が
所
蔵
。
今
回
、
一
堂

に
そ
ろ
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が

一
目
で
比
較
で
き
る
。

国
宝
の
レ
プ
リ
カ
は
「
中
空
土

偶
」
（
北
海
道
函
館
市
出
土
）
、
「
合

掌
土
偶
」
（
青
森
県
八
戸
市
出
土
）
、

「
縄
文
の
女
神
」
（
山
形
県
舟
形
町

出
土
）
の
3
体
。
重
要
文
化
財
の

レ
プ
リ
カ
は
「
遮
光
器
土
偶
」
（
青

森
県
つ
が
る
市
出
土
）
、
「
板
状
土

偶
」
（
青
森
市
出
土
）
、
「
ハ
ー
ト
形

土
偶
」
（
群
馬
県
東
吾
妻
町
出
土
）
、

「
み
み
ず
く
土
偶
」
（
さ
い
た
ま
市

出
土
）
の
4
体
。

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
鑑
賞
で

き
る
よ
う
に
配
置
し
た
。
中
空
土

偶
は
頭
頂
に
二
つ
の
穴
が
開
い
て

い
た
り
、
板
状
土
偶
は
体
が
平
た

い
の
に
対
し
て
頭
部
が
後
ろ
に
張

り
出
し
て
表
現
さ
れ
て
い
た
り
す

る
の
が
見
て
取
れ
る
。
展
示
を
担

当
し
た
茅
野
市
教
育
委
員
会
文
化

財
課
考
古
館
係
の
上
野
楓
さ
ん
は

「
土
偶
は
立
体
的
な
も
の
。
上
か

ら
や
後
ろ
か
ら
も
見
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。

画
像
は
滋
賀
県
東
近
江
市
出
土

の
「
最
古
の
土
偶
」
や
、
福
島

三
春
町
出
土
の
ハ
ー
ト
形
土
偶

ど
が
並
ぶ
。
こ
の
ほ
か
妊
娠
を

し
た
土
偶
の
レ
プ
リ
カ
や
、
手

ひ
ら
サ
イ
ズ
の
小
型
土
偶
、
土

の
足
の
破
片
な
ど
も
展
示
し
た

開
館
時
間
は
午
前
9
時
～
午

4
時
3
0
分
。
片
曜
休
館
（
休
日

場
合
を
除
く
）
。
問
い
合
わ
せ
は

館
（
電
話
0
2
6
6
・
7
6
・

2
7
0
）
へ
。


